
既存化学物質の分解性及び蓄積性に関する情報  

（平成21年12月18日開催）   



整理番号 K－1763  （NEDO 338，4－1263）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

1，4－ビス（イソプロピルアミノ）アントラキノン  事業対象年度  平成17年度    契 約  年  月  日  契 約  年  月  日   

（14233－37－5）  試験期間  17．9．22～17．12，22    試験期間  試験期間  

試験装置  ㊥・揮  試験装置  標・揮  試験装置  標 ・揮   

構造式（示性式）・物理化学的性状   

CH3   
試  験  濃  度  試  験  濃  度  試  験  濃  度  

l  被験物質 100血g／L  被験物質  皿g／L  被験物質  mg／L  

汚  泥  30mg／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L  

本試験期間  4 週間    本試験期間  週間    本試験期間  週間  

間  間  

H3CCH   
試  試  試  

l  験   
験  ≒・己・  

CH3  
結  

結  

果   
結 果  

分子式C2。H22N202 分子量322．40  果  
接   接  按  

純 度＊1100％   外 観  青色粉末  

不純物（物質名，含有率）   溶解度（対水，その他）  審査部会  第 56 回  審査部会  第  回  審査部会  第  回  

対水1．33囲／L（25℃）  
対アセトニトリル5g／L以上  18年 7月21日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

融 点＊2170～172℃  
対メタノール2g／L以上  

判 定  難分解性  判 定  判 定   

沸 点  測定不可   1－オクタノール／水分配係数  備 考  備 考   

logK珊＝6．07＊4   

密 度＊31．163g／cm3   
1．回収率  

LD50   安定性   （水＋被験物質）系95，1％  
（汚泥十被験物質）系94．0％  

IRチャートの有無 ㊨・無   

用 途  色素（染料、顔料、インク）   2．実施機関  

・財団法人化学物質評価研究機構  
生産量（年）  製造及び輸入 －   

試 料  購入先 FlukaChemieGmbH   
3．特記事項  

・分解度の平均値が負の値に算出  

経済産業公報発表年月日  年  月  日   されたため、0と表記した。  

＊1HPLCによる。  ＊2 SigJTIa－Aldrich MaterialSafety Data Sheets（11／1998－1／1999）による。  ＊3 Beilstein Handbook of Organic Chemistryによる。  

＊4 Kowwin vl．67による計算値。   



濃縮度試験  事業対象年度 平成20年度  毒 性 試 験  部位別試験（濃縮倍率）  

第1濃度区   

外皮  9800，5800   

頭部   7900，7600   
内臓  42000，9900   

可食部  4300，4700  

第2濃度区   

外皮   5200，4400   
頭部   4700．6900   
内臓   7700．16000   
可食部  2300，2900   

排泄試験（半減期）  

第1濃度区 3．0日  
第2濃度区 3．4日  

試験期間  ．20．12． 5 ～ 21． 3．24・  年 月 日   

試験装置㊨・揮  LC抑値〉0．100喝／L（96k）魚種（ヒメダカ）  

水槽設定濃度  

分 散 剤  

〝脾ジメチルホルムアミド  

100pg／L  0．05mL／L  

10囲／L  0．05mL／L  

第3濃度区  

濃縮倍率  脂質含有率：魚種（コイ）  
訂1   

12日後  20日後  22日後  25日後  28日後  M日後  48日後  60日後  

水槽濃度（囲／L）  

倍  率  

水槽濃度（pg／L）  

倍  率  

水槽幾度（）  

倍  率  

審査部会  第 89 回 21年10月 23日 開催  

判定結果  

備 考  

［定常状態における濃縮倍率］第1濃度区 5400倍  

第2濃度区 5300倍  

［回 収 率］  ［定量下限濃度］  

試験水 96・9％  試験水 第1濃度区 0．058 囲／L  

第2濃度区 0．0058ドg／L  

供試魚 84．9％  供試魚  6．2ng／g  

［実施機関］財団法人化学物質評価研究機構  



505166  

‘．試験結果  

‘．1稚水中の被験物質濃度  

試験水中の被験物質濃度はTめIe・1に示されるように、設定値の81％以上が保持  

された。また、被験物質濃度の変動は測定値の平均に対して±20％以内に保たれた。  

¶血lか1  柵水中の紳物質濃度  

（単位購几）   

濃  
度 区  1日後  Ⅰ2日後  20日後  2日後  25日後  28日後  ユ4日後  ・▲：＝ノ￥  の日後  平均 †L；・一■lガ  1独  晦   

口  0．8さ7  0．さ35  0．808  0．如  0．892  仇糾2  0．86，  0．814  0．さ，8  0．さ‘3 （0．の37）  8   
‘   

2  0．083‘  0．0さ35  0．0t泣8  0．0朋巳  0．0‡53  0．0き34  0．0び7  0．0さ37  0．0＆30  0カ糾 （0．00175）  9   

“∴濃縮倍率  

濃縮倍率を■nぬk々に示した。  

Ta鵬．2の濃縮倍率とばく痢間との相関を軸1及びFig．2に示した。ばく躇   

期間中の濃縮倍率は第1濃度区において2300～‘700倍、第2濃度区において2000  

～7400倖であった．  

T濾1か2   濃縮倍率  

（）内は平均鮭  

濃度区  12日後  20日後  エ日後  25日後  即日後  封日後  朝日後  60日後  T独  F吐   

4100  4500  抑  3800  ‘醐  j汀00  m  5（旧（〉   
円  ，   抑  2300  3Ⅷ  ヱ5（粕  3400  4500  丘300  ヰ500  
び300）  （封叫〉  0㈱）  （3200）  （椚00）  （51仙）  （‘5∞）  （4700）   

5500  2700  3400  2200  3‘80  5；（抑  2醐  4100   
2                  12  10   ユ300  2100  41【旧  2㈱  2700  5700  抑  Ⅶ  

（4400ト  伽∞）  0700）  el∝l）  （3200）  （5500）  魯5抑〉  （5さ00）  



5851‘‘  

‘．3 定常状態における濃縮倍率  

定常状態に達したかどうかを確認するために、濃縮倍率の変動をTabl¢．3に  

示した。  

恥blo・3  濃縮倍率の変動（得られた唐呆を5ケタまで表示した値）  

濃度区  34日後  側日後   60日後  3回の平均   

平均濃縮倍率  5105j   ‘521j   4747j   545さ．0・  

口  

3回の平均から  
6．4‘24   l，J79   

の輔車（％）  
13．0Ⅰ7  

平均濃縮倍率  5J博0．4   449‘j   57‘OJ   5245．さ  

2  

3回の平均から  
4．4T汀   t4ヱ83   

の零＃率（％）  
9．さl04  

上記の唐果から、34、48及び甜日後における濃縮倍率（平均）はその3回の  

分析における濃縮停車の平均値に対して変動が20％以内であったため、定常状態に  

達していると判断した。それらの結果を用いて、定常状態における濃箱倍率を算出  

した。  

（1）定常状態における試験水中の被験物質濃度  

定常状態における試験水中の平均被験物質凛虔は籠bleヰに示されるように、   

第1濃度区において設定値のさ7％、第2濃度区において糾％であった。  

恥bl¢ヰ  定常状態における繊水中の被験物質濃度  

（単位仲山  

濃度区  対日後  4さ日後  ‘0日後  平 均  仙Ⅰ¢  罰＆   

0．8‘9  0．8舛  0．898  0．867  ‡，11   

6   

2   0．0さ57  0．0837  0．08ユ0  0．0841  9，Ⅰ2   

P）定常状態に料ナる濃縮停率  

定常状態における濃箱倍率は以下のとおりであった。  

第l濃度区   5400停  

第2港度区   5300倍   
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6．4 排泄試験  

‘1日間ばく露した供試魚を特用水（被験物質及び分散剤を含まない水）に移し、   

供試魚中の被験物質を経時的に分析した。  

供試魚中の柳の残留率は、定常状態における供試魚中破験物質濃度の平均   

値を100として、排泄討瀕朋始1、2、5及び9日彼の供試魚中被験物質の残留率（％）   

を算出した（れ血】掛】4，15、朗夢．1ちユ3参腰）。  

また、排泄袖における残留率と排泄期間との相関を抗夢．14，15に示した。  

これらの結果から、排泄半減期は第1濃度区で3．0日、第2濃度区で3■日であっ  

た．  

Ⅵ血Ie－5   排泄甜における残留率  

（単位％）  

濃度区  1日後  2日後  5日後  夕日後  TぬIe  Fi＆   

72   亜   

79   77   47   

1，   
】4  12  

9   

2   
5l   5ヰ   37   

55   88   45   

20   
15  13  

7  
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‘．5 部位別輪  

00日間ぼく＃した供試魚を各試験区から2尾ずつ採取し、外皮（頭部を除く皮、  

うろこ、ひれ、消化管、えら）、蘭臥内臓（き削ヒ管以外の臓器）及び可食郭（前記   

の部分を除いた残部）に大別し、各壬生を測った後、各部位における被験物質を分析  

した．分析法は3．7と同様とした。ただし、供試魚前処理フロースキーム中の微細化、   

保存用試料の分取、分析料の分取は行わなかった。  

各部位における被拗触及び濃縮倍率をT止血■‖こ示した。なお、神水中の   

被験物頭韻度は部位別斡♯を実施した時までの連続3回の平均練物質濃度とした。  

恥bIか‘  各部位における被験物質濃度及び濃縮倍率  

各部位における排  
漉度区  部位  

物井濃度（喝妙   
濃縮倍率   T血k  鱒＆   

外 皮   
さ520   ，粧   

！沿30   5800  

頭部   
‘脚   7柵  

‘550   7㈱  
l‘  1‘  

内 臓   
3由00   42000  

8570   ，9（旧  

可食部   
3T50   4300  

劇岱○   4700   

外 皮   
435   馴   

3‘‡   4400  

帝 都   
3！汐   4700  

5きl   ‘，00  
2  17  17  

内 臓   
糾7   77∝l  

1370   l刷  

可食部   
l，‘   23∝l  

243   2，00   

tl‾▼環   
’T  
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Fig．ヱ  

M射℃b‘，ZOO，  Nam亡   




